
  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点教育目標 「確かな学びを通して、自分らしく未来を生きる生徒の育成」      第9号  

     

☆２年「湯川学」～江差自主研修＆職業体験                   

２年生は、1年時での「湯川学」を発展させる取組

として、江差町にて自主研修（函館市、特に湯川地区と

の比較がサブテーマ）を行い、その成果を10月３１日

（火）１年生と保護者に向けて発表しました。 

 

 

 

 

 
 

また、10月24日（火）には、校区内の17の事業

所や各店舗等にご協力いただき、4年ぶりに職場体

験（裏面参照）を実施することができました。ご協力い

ただいた地域の皆様、誠にありがとうございました。 

 

 

 

「湯川学」は学びの宝石箱 校長 田上 直広 

令和5年 11月25日発行 

   

☆「湯川学」地域公開発表会                                   

１１月１日（水）「北海道教育の日」にちなみ、本校

の総合的な学習の時間「湯川学」のベースとなる、１

年生による探求的・協働的な学びを、保護者や地域関

係者にプレゼンする発表会として実施しました。 

今年度は、函館市民憲章（＊）実践委嘱校の指定を受

けていることも意識して、各学級代表６グループが、校

区の歴史・文化・産業・自然等について、テーマをも

ち、実際に足を運んで調べたことを、写真やイラスト、英

訳入りのスライドを使い、効果音やクイズ、かけ声等の

工夫を凝らして素晴らしい発表を披露してくれました。   
  

＊函館市民憲章「よりよい明日の函館」の５項目の中でも、 
特に、３「文化を誇る函館市民 はぐくむまち」、5「郷土を愛 
する函館市民 のびゆくまち」を意識して取り組みました。 

 
 

ご講評いただいた来賓の皆様からは、 

「湯川学は４年目を迎え毎年参観しているが、・・・尻す

ぼみになることもマンネリ化することもなく、さらに発展してい

る様子が見られた。」 

「新しい施設の話題を取り入れていて新鮮だったとともに

『地域愛』という表現が良かった。・・・」 

「・・・自分たちはこれから地域に何ができるのか考えたい、

というまとめに感心した。」 

「湯川電停のルーツとして馬車電車の発表があったが、湯

川地区の歴史を知るきっかけになったとすれば本当に素晴ら

しいこと。･･･」 

「ますます国際化が進む中、自分のふるさとについてしっか

り話せることは絶対に必要なこと、素晴らしいこと。・・・」 

等といったありがたいお言葉をいただきました。 

平日のお忙しい中、お時間を割いてご来校いただ

いたご来賓の皆様、またご参観いただいた保護者の

皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもに社会的養護が必要な子どもの声を聴き、そ

の声を伝えることをサポートする「子どもアドボガシ

ー(＊)」の視点でいうと、自分の思いや意見が尊重さ

れることは、子どもにとってとても大切な経験です。そ

して、自分の思いや意見を、誰かにちゃんと受け止めら

れた経験、そして、伝えたい相手にそれを伝えることが

できた経験は、子どもに勇気や力を与え、その後の人

生を生きる上での大きな力となります。それは、自分

の人生は自分が主体であるという感覚です。  

＊アドボガシー：直訳すると「擁護・代弁」「支持・表明」 
 

「湯川学」を通じて、学校の先生でも保護者でもな

い第三者（しかも地域関係者）から学び、学んだこと

をまとめ、それを伝え、評価される(ほめられる)といった

経験は、子どもたちにとって貴重な財産となるはずで

す。地域の皆様、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

２年生が１０月２４日（火）、４年ぶりとなる職業体験学習を実施しました。今回は「湯川学」の一環として、本校での

用務員体験を含む校区17のホテルや事業所、郵便局や消防署等に２名から９名に分かれて出向き、半日程度の職

業体験を行ってきました。天候にも恵まれ、実際に職場で働くことで、働く喜びや厳しさを実感して戻ってきました。将

来の希望や夢について具体的に考えるきっかけとして、望ましい職業感を形成すること，および礼儀作法や言葉遣い

などの社会人としてのマナーについての理解を深めることもできました。 
 

 

 
１日 (金）三者二者懇談 給食あり午前授業 
４日 (月）三者二者懇談 給食あり午前授業 
５日（火）三者二者懇談 給食あり午前授業 
７日（木）展示見学 

１２日（火）ＧＨ級思春期教室 
１４日 (木）代表専門委員会 
１８日（月）推薦生徒保護者会 
 

１９日（火）薬物乱用防止教室 
２１日（木）校外生活委員会 
２５日（月）全校集会（終業式）大掃除 
２６日（火）冬期休業開始～１／１４ 
      中体連スキー大会 
２９日（金）学校閉鎖～１／３ 
 
 
 

 
 

 

湯川中学校では、「個別最適な学びと協働的な学びの実現に

向けた授業づくり～ICT等を活用した授業の工夫」」を研究主題

に、先生方が授業を公開し、互いに改善策を検討する授業研究

を実施しています。１１月１３日（月）２年Ａ組にて浦田教諭による

保健体育科の特設公開研究授業（単元名:健康な生活と病気の

予防②）が行われました。本校の全職員はもとより、校区で連

携・協力している日吉が丘小学校と湯川小学校の先生方、函館

市教育委員会の立花指導主事にも参観していただきました。２年

Ａ組の生徒は誰しも PC 操作に慣れており様々な指示や作業に

も大変意欲的かつスムースに取り組み、喫煙の害や他者への影

響等について理解を深めました。          

  

 

 

 

 

 
  

 
  

 

 

    

 
  

   

 

  

   

  

 

    

   

 

 

 

 

   

   

  

 

  

 

例年、ＪＲＡ函館競馬場から、本校を含む近隣

の小中学校に地元協力物品が寄贈されており

ます。本年度は教育用デジタルカメラ４台と冷

風扇２台が本校に寄贈されました。そこで，１１

月１５日（水）、函館競馬場長の安間様にお会

いしお礼を述べ、感謝状をお渡ししてきました。

なお，寄贈いただいたデジタルカメラは各学年

団とＧＨ級用に、冷風扇は次年度配置予定のス

ポットクーラーとの併用で、教室か特別教室に

て大切に活用させていただく予定です。 
 

また同様に一般財団法人宇賀教育振興会か

らも，楽器の修理等への寄付をいただいており

ます。この場を借 

りてお礼申し上げ 

ます。ありがとうご 

ざいました。 

行事予定 

授業後の研究協議 


